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1．はじめに
聴覚障害児の体力および運動能力は、一般的に聴
覚障害のない児童（以下、健聴児とする）と比べて
低値を示すことが報告されている 8-13,17-20）。その原
因として、聴覚の障害に直接起因するものではな
く、彼らを取り巻く様々な生活環境、特に幼児期か
ら児童期にかけて、言語の遅れをとりもどすための
特別な教育に多大な時間を割いていることにより、
身体活動を活発に行う機会が制約されていることが
指摘されている 17,20）。さらに、この身体活動の制約
には、言語学習がもたらす身体活動参加に対する時
間的制約 10）だけでなく、近隣の子どもたちと遊ぶ
機会の少なさや長距離通学による遊び時間の制約な

ど物理的な要因 10,18,22）が指摘されている。さらに自
我が意識されだす小学部高学年頃になると「聞こえ
ない」ことに向き合うようになり、健聴児とのコ
ミュニケーションの難しさによる社会的な消極
性 13,18,19,22）や、遊びの中で必要となる言葉のやりと
りの困難さなどの理由から集団での外遊びやルール
のある遊びが少ない 18,19,22）など、遊びの質的な違い
に起因する活動制約の可能性も示唆されている。こ
れらのことから、聴覚障害児の体力及び運動能力が
低い原因の一つは、身体活動量の少なさとその活動
内容にあると考えられる。しかしながら、これまで
聴覚障害児を対象に身体活動量を検討した研究は行
われていない。そこで、本研究の目的は、聴覚障害
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Abstract

 The purpose of this study was to measure the physical activity of children with impaired hearing and study the 
relationship between physical activity and motor performance. The participants were 25 children, aged 7–12, from an 
elementary school for the deaf, who agreed to participate in the study. Acceleration pedometers were used to measure their 
physical activity (steps/day), and Japan Fitness Test scores were used to evaluate their motor performance. The results 
were as follows: The mean values of physical activity were between 6,955 and 18,513 steps per day. The level of physical 
activity on a school day was higher than during school holidays (boys: t = 5.75, df(11), p < 0.05; girls: t = 4.04, df(10), 
p < 0.05). The level of physical activity was the same for the children from the deaf school and for children who are not 
hearing impaired. However, physical activity after 15:00 hours suggested that there are qualitative differences between 
students with hearing impairment and those without. The relationship between physical activity and motor performance 
was also observed in the children from the deaf school. The level of physical activity was lower in the children of the low 
motor performance group (12,812 ± 2,432 steps/day) as compared to that of the high motor performance group (17,288 
± 1,729 steps/day).
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児の身体活動量の実態を把握し、身体活動量と体
力・運動能力との関連性を検討することとした。

2．方　法
2.1　�対象
関東地域にあるＡ聴覚特別支援学校に在籍する小
学部児童 25名（男子 12名、女子 13名）を対象に
調査を行い、そのうち欠損値のない 23名のデータ
を分析対象とした（表１）。

2.2　�調査項目
2.2.1　身体活動量
平日・休日における日常生活の身体活動量を測定
した。身体活動量は種々の方法により測定されてお
り、いずれの方法にも一長一短がある 21）が、加速
度計法は自転車や階段での身体活動量を正確に測定
できないという限界はあるがその妥当性 1）が確認
されている。また、子どもを対象とした研究の場合、
簡便性や子どもへの受容性が高いことから歩数計や
加速時計が多く用いられている 2,3,6,15,16,23,24）。そこで
本研究では、加速度計式歩数計（オムロンヘルスケ
ア社製 HJ－ 710IT）を用いることとした。加速度

式歩数計は、腰の上下動の加速度を感知してカウン
トするため精度が高く、取り扱いが簡便で安全であ
ることから小学部児童を対象とした測定に適してい
る。
対象児の腰部に測定機器を装着し、起床時から就
寝時まで継続して測定を行った。ただし、機器の防
水加工が十分ではないため入浴時と水泳時等は外し
てもよいこととした。測定データは赤外線通信装置
を用いて管理者に転送し、管理ソフトウェア（Bi-
LINK STADARD EDITION 1.0）を用いて身体活動
量を歩数として算出した。
また、身体活動量がどのような行動で記録された
のかを把握するために、測定期間中の児童の行動様
式を調査用紙（以下、生活の記録、図 1）に記入した。
調査用紙は身体活動量の変動に関連すると想定され
る生活行動を例として示し、児童とその保護者が記
入した。

2.2.2　体力・運動能力の評価
体力・運動能力の評価には、文部科学省が平成

11年度から体力・運動能力調査として採用してい
る新体力テスト（6歳～ 11歳を対象）を用いた。

表 1　対象児童の平均歩数と体力評価



71聴覚特別支援学校在籍児の身体活動量と体力・運動能力との関連性

測定項目は握力、上体起こし、長座体前屈、反復横
跳び、20ｍシャトルラン、50ｍ走、立ち幅跳び、
ソフトボール投げの 8種類とした。調査年度の春に
実施した新体力テストの結果をもとに、文部科学省
の新体力テスト実施要項に基づき総合得点を算出
し、Aから Eの 5段階で総合評価した。

2.3　調査期間
聴覚障害児を対象とした調査例がないため、

20XX年 6月と 10月の 2回実施した。6月の測定は、
機器の装着に慣れてもらうために火曜日に機器を配
布し、連続する 6日間装着した。10月の測定は、
木曜日から日曜日までの 4日間で実施した。それぞ
れの期間における平日（木曜日と金曜日）と休日（土
曜日と日曜日）の連続する 4日間のデータを分析対
象とした。なお、期間中は特別な学校行事は設定さ
れておらず、平常日課であった。また、期間中の天
候は曇りまたは晴れ、気温は16～27℃の範囲であっ
た。

2.4　分析方法
1日の身体活動量を１時間ごとに測定した。身体
活動量の数値は平均±標準偏差で表した。個人代表
値は、小学生の生活行動上の特性から、平日（通常
授業日）平均値と休日（学校休業日）平均値をそれ
ぞれ算出し用いた。また、身体活動量の 24時間ト
レンドから、A校児童における歩数量の日内変動を
分析した。測定値は、連続して 2時間以上の加速度
計式歩数計を取り外した場合や通学の時間帯が含ま
れていない場合は、その日のデータを分析対象から
除外した。
身体活動量は、性別、平日と休日、6月と 10月
について比較検討した。身体活動量と体力との関係
については、新体力テストの各項目の得点と平日、
休日平均活動量でそれぞれ単相関分析を行った。ま

た、体力上位群（新体力テスト A判定）と体力下
位群（新体力テスト D、E判定）で、平日、休日平
均身体活動量の比較を行った。
なお、統計処理を行う場合は SPSS 19.0 for 

Windowsを使用し、t検定を行った。統計学的有意
水準はいずれの場合も 5％未満で判定した。

2.5　倫理的配慮
本研究は、筑波大学人間総合科学研究科研究倫理
委員会の承認を得て実施した。児童とその保護者、
調査対象校の教員に対し、研究の主旨と方法につい
て十分な説明を行い、使用方法について具体的に提
示するとともに試用してもらった。そのうえで、疑
問点があれば個別に対応し、同意を得た者のみを対
象とした。

3．結果と考察
3.1　平均値からみた身体活動量の特徴

1日の身体活動量の平均は平日で男子が 14,102±
1,925歩、女子が 11,190± 2,221歩であった。休日は、
男子が 9,980± 3,848歩、女子が 7,327± 2,953歩で
あり、平日における身体活動量が有意に多い（男子
t=5.75,df(11), p<0.05, 女子 t=4.04, df(10), p < 0.05）こ
とが示され（図 2）、同年代の児童を対象とした報
告 1,3,6,16）と同様の傾向を示した。また、身体活動量
の数値は、いずれも児童の身体活動量を調査した結
果 2,3,16）と同程度のものであり、A校児童の身体活
動量は少なくないことが明らかとなった。また、6
月と 10月の調査結果には相関関係（r=.709, p<0.05）
が認められたことから、A校に在籍する児童の身体
活動量は、平日が多く休日に少ない傾向であること
が示された。また、男女差については、女子は男子
の身体活動量の 70～ 80％にとどまっており、男子
の方が活発であるという報告 23）と同様の傾向であっ
た。

図 1　活動の記録
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3.2　24 時間トレンドにからみた身体活動の特徴
24時間トレンドグラムを用いて、どの時間帯に
活動量が多いかを検討したところ、平日に 1時間あ
たり 1,000歩を超える時間帯は 7時、8時、12時、
13時、15時、16時であった（図 3）。24時間トレ
ンドグラムと「生活の記録」を照合した結果、7時
は登校、8時は主に登校と学校での活動、12、13時
は昼休み、15時と 16時は下校、放課後であった。
そこで、子どもの身体活動を大規模調査した一連の
調査結果 2,15,16）を健聴児の比較資料として検討した
ところ、7時、12時と 13時、15時の活動量が多い
傾向は、同年代の健聴児と同様であったが、8時と
16時に活動量が多い傾向はＡ校在籍児の特徴であ
ると考えられる。さらに、24時間トレンドグラム
と「生活の記録」を基に 1時間毎の活動量をみると、
A校の 7時は、同じ関東地区の小学校を対象とした
数値 16）と比べ約 1,000歩少ないが、8時ではその数
値が逆転し、約 1,000歩多くなっている。この差は
通学方法に起因すると考える。健聴児の調査対象は
公立の小学校であり、多くの児童が徒歩で登校をし
ている。一方、A校では児童の大半が公共交通機関

である電車やバス、スクールバスを乗り継いで登校
している。電車やバスの乗り継ぎによって一定の身
体活動量は確保できているが、徒歩のみによる通学
と比べるとその量は少ない。さらに通学時間の長さ
の影響も考えられる。生活の記録から、A校児童の
平均通学時間は 50分であり、8時以降も登校中で
ある児童が約半数いることが分かった。次に、昼休
みの身体活動量に着目すると、Ａ校の 12時（1,079
± 102歩）と 13時（1,469± 274歩）は健聴児と同
程度である。A校では、昼休みにほとんどの児童が
グラウンドに出て、サッカーや鬼ごっこなどの遊び
をしている。A校の教員によれば特別な理由がない
限りは、昼休みは外にでて遊ぶよう児童に促してい
るということであった。A校の児童は、健聴児と同
様に昼休みは外遊びをし、歩数や活動量を確保して
いる 14,25）と考えられる。また、15時は 1,315± 284
歩程度であり、健聴児 16）の 2,000歩と比較すると
やや少ない傾向にあるが、これは 7時と同様、通学
方法が関連していると考えられる。先行研究では、
15時の歩数の増加の要因は下校と放課後である 16）

と報告しているが、A校において 15時は、23名中
17名が下校中であり、放課後の遊びなどによって
活動量が多いのではないことが示された。さらに、
16時においても、12名の児童が下校中であった。
そこで、生活の記録を基に A校児童の 15時以降の
外遊びの有無を検討したところ、平日に外遊びをし
ている児童は、23名中 6名（男子 5名、女子 1名）
と少数であった。
したがって 15時から 16時の 2時間の身体活動量
は健聴児とほとんど差はないが、移動のための歩行
によるものであり、運動の強度や運動の内容という
視点からみると外遊びの有無 4,5）という質的な違い
が明らかになった。この結果から、A校の児童の多

図 2　平日と休日の身体活動量

図 3　24時間トレンドグラムによる活動の特徴
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くは放課後の 15時から 16時にかけて外遊びをして
いない、もしくは外遊びをしたくても帰宅時間が遅
く外遊びが出来ない状況にあることが示唆された。
これは、聴覚障害児の体力や運動能力が低値を示す
理由の一つとして指摘された、長距離通学による遊
びの時間の制限 10,18）と一致する結果であった。

3.3　身体活動量と体力との関係
平日、休日平均活動量と新体力テストの各項目得
点との関連性を男女別に検討した結果を表 2に示し
た。男子においては平日身体活動量と長座体前屈
（r=.651, p<0.05）、20 ｍ シ ャ ト ル ラ ン（r=.821, 
p<0.05）、50ｍ走（r=.692, p<0.05）、ソフトボール投
げ（r=.747, p<0.05）の項目間で有意な正の相関関係
が認められた。休日身体活動量と各項目間はいずれ
も有意な関係は認められなかった。女子においては、
平日身体活動量と 20m シャトルラン（r=.650, 
p<0.05）にのみ有意な正の相関関係が認められ、休
日身体活動量と各項目間はいずれも有意な関係は認
められなかった。男子において身体活動量と体力テ
ストの項目間で有意な相関関係が認められること、
女子は男子ほど相関関係が強くないという傾向は健
聴児と同様であった。特に平日の身体活動量と 20m
シャトルランには強い関連があることが報告されて
いる 15,21,24）が、本研究でも同様の結果であり、身体
活動量が有酸素性体力と強い関連性があることが推
察された。次に、身体活動量を体力上位群（新体力
テストの A評価）と下位群（新体力テストの D、E
評価）で比較したところ、体力上位群に分類された
のは、男子 2名のみであり、女子は 0であった。し
かしながら体力下位群は、男子 6名、女子 4名であ
り、全対象児の 43％が体力下位群に該当すること
となった。都道府県別に示されている同年代の体力
評価 7）では、体力下位に相当する児童の割合は
30％未満であることから、A校の特徴として、体力
下位の児童の割合が高いことがわかる。そこで、体
力上位群と下位群で身体活動量を比較したところ、
体力上位群は、平日活動量で 17,288± 1,729歩であ
り、体力下位群の男子は 12,812± 2,432歩と上位群
の 74％程度の活動量であった（表 3）。女子は、体
力上位群の児童がいないため比較できなかった。子
どもの身体活動量と体力テスト総得点の関係から基
準値の設定を試みた笹山らの報告では、体力テスト
で Cの評価を得るためには男子では少なくとも１
日歩数が 17,000歩かつ強度の高い運動（LC7-9）は
30分必要である 21）と述べているが、本研究でも同
様の結果が得られた。以上のことから、A校におい
て体力上位の聴覚障害児は全体の 1割にも満たない

が、彼らの身体活動量は多い。一方で全対象の
43％にあたる体力下位の児童は、平日の身体活動量
が少なく、外遊びも少ないことが示唆され、体力下
位の児童に対して、いかに身体活動を促していくか
が課題であると考える。国内の聴覚特別支援学校
は、少人数集団でなおかつ個人差の大きいこと 17）

が特徴であり、体育やスポーツ場面においてライバ
ル同士での競い合いの機会が少なく、集団の中で競
い、高め合うという動機づけが難しいことも推察さ
れる。そのため、特に体力が下位である児童の身体
活動量を増加させ、なおかつ多様な運動経験 9）を
させるための工夫が聴覚特別支援学校に期待され
る。

A校では、昼休みに外遊びを促すことで身体活動
量がある程度確保されている。しかし、登下校での
移動による時間的制約で外遊びやスポーツ活動によ
る身体活動量を確保することが難しい現状では、昼
休みだけでなく業間や下校までの短い時間であって
も放課後の学校内での過ごし方について聴覚特別支
援学校独自の取り組みが必要であろう。そうするこ
とで運動強度の向上や多様な運動が確保され、身体
活動量だけでなく身体活動の質的向上が期待され
る。

4．まとめ
関東地域にある A聴覚特別支援学校に在籍する
小学部児童を対象とし、加速度式歩数計を用いて 1
日の身体活動量を測定し、新体力テスト結果との関
連性について検討した。また、24時間トレンドグ

表 2　身体活動量と新体力テスト得点との相関

表 3　身体活動量と体力との関係
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ラムを用いてＡ校児童の活動を分析した。
その結果、1日の平均活動量は平日で男子が

14,102±1,925歩、女子が11,190±2,221歩であった。
休日は、男子が 9,980± 3,848歩、女子が 7,327±
2,953歩であり、男女別比較では男子が有意に多い
結果であった。また、24時間トレンドグラムから、
平日に活動量が多い時間帯は 7時、8時、12時、13
時、15時、16時であり、登校、昼休み、下校とそ
の傾向は健聴児と同様であるが、健聴児よりも登下
校にかかる時間が長く外遊びがほとんど見られない
ことが特徴であった。さらに、対象児童の身体活動
量と体力テストの評価との関連では、体力上位群の
身体活動量は、体力下位群に比べ多い結果であっ
た。以上のことから、本調査対象であるＡ校に在籍
する聴覚障害児の身体活動量は同年代の健聴児とほ
ぼ同レベルであることが明らかとなった。また、身
体活動量と体力には関連があることも示された。し
かし、活動量は健聴児と差がないものの、外遊びや
余暇活動に伴う身体活動が十分確保されていないこ
とも明らかになり、身体活動に質的な違いがあるこ
とが示された。
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